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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の編集モードと第２の編集モードのいずれかに切り替える編集モード切替手段と、
　前記編集モードに応じて、第１の編集画面と、当該第１の編集画面とは編集条件の異な
る第２の編集画面と、のいずれかの編集画面を表示する編集画面表示手段と、
　各編集画面から、機能の選択および入力情報の選択の少なくとも一方を行うための複数
の選択候補の表示を指示する選択候補表示指示手段と、
　前記選択候補表示指示手段の指示に従って、前記複数の選択候補を表示する選択候補表
示手段と、を備え、
　前記選択候補表示手段は、
　前記第１の編集画面から、前記複数の選択候補の表示が指示された場合は、当該複数の
選択候補のうち前回選択された候補を優先表示し、
　前記第２の編集画面から、前記複数の選択候補の表示が指示された場合は、当該複数の
選択候補のうち特定の候補を優先表示することを特徴とする文書処理装置。
【請求項２】
　各編集画面について、前記複数の選択候補のうち特定の候補を優先表示する優先表示固
定型と、前記複数の選択候補のうち前回選択された候補を優先表示する優先表示変動型と
、のいずれかに設定する優先表示型設定手段をさらに備え、
　前記優先表示型設定手段による設定が行われた場合、前記選択候補表示手段は、前記複
数の選択候補を表示する際には、当該優先表示型設定手段の設定にしたがって優先表示す
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ることを特徴とする請求項１に記載の文書処理装置。
【請求項３】
　前記複数の選択候補は、項目別に複数用意されており、
　前記選択候補表示指示手段は、前記複数の項目のうちいずれかの項目を指定して、前記
複数の選択候補の表示を指示可能であり、
　前記優先表示型設定手段は、前記項目別に、前記優先表示固定型または前記優先表示変
動型を設定することを特徴とする請求項２に記載の文書処理装置。
【請求項４】
　前記優先表示型設定手段は、前記優先表示固定型に設定された場合、前記特定の候補を
さらに設定することを特徴とする請求項２または３に記載の文書処理装置。
【請求項５】
　前記選択候補表示指示手段は、前記複数の選択候補のうちいずれかの候補の選択操作に
よって、当該選択された候補の下位階層となる複数の下位選択候補の表示を指示可能であ
り、
　前記選択候補表示手段は、
　前記複数の選択候補の表示指示が行われた編集画面の優先表示型に関わらず、前記複数
の下位選択候補については、前回選択された候補を優先表示することを特徴とする請求項
２ないし４のいずれか１項に記載の文書処理装置。
【請求項６】
　請求項１ないし５のいずれか１項に記載の文書処理装置における各手段と、
　各編集画面における編集結果に基づいて印刷データを生成する印刷データ生成手段と、
　前記印刷データを、テープ上に印刷する印刷手段と、を備えたことを特徴とするテープ
印刷装置。
【請求項７】
　前記第２の編集画面は、編集可能な行数、文字数、項目のうち少なくとも１つを含む編
集条件が前記第１の編集画面と異なることを特徴とする請求項６に記載のテープ印刷装置
。
【請求項８】
　編集条件の異なる少なくとも２種類の編集画面を表示する文書処理装置の選択候補表示
方法であって、
　前記文書処理装置は、
　第１の編集モードと第２の編集モードのいずれかに切り替える編集モード切替工程と、
　前記編集モードに応じて、前記２種類の編集画面のうち、いずれかの編集画面に設定す
る編集画面設定工程と、
　各編集画面時に、機能の選択および入力情報の選択の少なくとも一方を行うための複数
の選択候補を表示する選択候補表示工程と、を実行し、
　前記選択候補表示工程では、
　前記２種類の編集画面のうち一方の編集画面時に、前記複数の選択候補を表示する場合
は、当該複数の選択候補のうち前回選択された候補を優先表示し、
　前記２種類の編集画面のうち他方の編集画面時に、前記複数の選択候補を表示する場合
は、当該複数の選択候補のうち特定の候補を優先表示することを特徴とする文書処理装置
の選択候補表示方法。
【請求項９】
　コンピュータに、請求項８に記載の文書処理装置の選択候補表示方法における各工程を
実行させるためのプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　画面上に複数の選択候補を表示し、当該複数の選択候補の中から選択された候補を編集
処理に用いる文書処理装置、テープ印刷装置、文書処理装置の選択候補表示方法およびプ
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ログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、文書処理装置等において、複数の選択候補の中からいずれかを選択するための選
択画面を表示したとき、前回選択した候補を最上段に表示したり反転表示したりするなど
の優先表示を行う優先表示手法が知られている。例えば、非特許文献１に記載のテープ印
刷装置では、項目「記号」が選択されると、画面上に複数の記号メニューを表示するが、
この場合一度選択した記号のメニューや記号は、次回から優先して最初（最上段）に表示
するようになっている（学習機能）。一般的に、一度選択された候補やその近くの候補は
、続けて選択される可能性が高いため、このように前回選択された候補を記憶しておいて
、次回の優先候補表示に利用する機能は便利である。特に候補数が多い場合や表示画面が
小さい場合は、表示されていない選択候補をカーソル移動させて確認する必要があるため
、選択される可能性が高い前回の選択候補を優先表示する仕様は、大変有効である。
【非特許文献１】「テプラ」　ＰＲＯ　ＳＲ９３０取扱説明書　２００５年１２月　第１
版　第４２頁
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　ところが、編集内容や選択内容によっては、必ずしも前回の選択候補を優先表示する仕
様が便利と言えない場合がある。例えば、ケーブルに貼付して用いられるケーブルラベル
を作成する場合は、日付、電子機器の製造番号および識別番号等を印刷することが多いた
め、項目「記号」の中の選択候補に「２桁数字（２桁の数字を１文字として扱うことがで
きる機能）」が含まれる場合は、前回の選択候補に関わらず、当該「２桁数字」を優先表
示することが望ましい。しかしながら、従来の文書処理装置やテープ印刷装置においては
、編集内容によって、優先表示型（前回の選択候補を優先表示するか、特定の選択候補を
優先表示するか）が、適切に設定されているわけではなく、候補選択時に手間取ることが
あった。
【０００４】
　本発明は、このような問題点に鑑み、複数の選択候補の中からいずれかを選択して編集
を行う際の、ユーザ操作の利便性を向上させ得る文書処理装置、テープ印刷装置、文書処
理装置の選択候補表示方法およびプログラムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明の文書処理装置は、第１の編集モードと第２の編集モードのいずれかに切り替え
る編集モード切替手段と、編集モードに応じて、第１の編集画面と、当該第１の編集画面
とは編集条件の異なる第２の編集画面と、のいずれかの編集画面を表示する編集画面表示
手段と、各編集画面から、機能の選択および入力情報の選択の少なくとも一方を行うため
の複数の選択候補の表示を指示する選択候補表示指示手段と、選択候補表示指示手段の指
示に従って、複数の選択候補を表示する選択候補表示手段と、を備え、選択候補表示手段
は、第１の編集画面から、複数の選択候補の表示が指示された場合は、当該複数の選択候
補のうち前回選択された候補を優先表示し、第２の編集画面から、複数の選択候補の表示
が指示された場合は、当該複数の選択候補のうち特定の候補を優先表示することを特徴と
する。
【０００６】
　本発明の文書処理装置の選択候補表示方法は、編集条件の異なる少なくとも２種類の編
集画面を表示する文書処理装置の選択候補表示方法であって、文書処理装置は、第１の編
集モードと第２の編集モードのいずれかに切り替える編集モード切替工程と、編集モード
に応じて、２種類の編集画面のうち、いずれかの編集画面に設定する編集画面設定工程と
、各編集画面時に、機能の選択および入力情報の選択の少なくとも一方を行うための複数
の選択候補を表示する選択候補表示工程と、を実行し、選択候補表示工程では、２種類の
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編集画面のうち一方の編集画面時に、複数の選択候補を表示する場合は、当該複数の選択
候補のうち前回選択された候補を優先表示し、２種類の編集画面のうち他方の編集画面時
に、複数の選択候補を表示する場合は、当該複数の選択候補のうち特定の候補を優先表示
することを特徴とする。
【０００７】
　これらの構成によれば、編集条件の異なる編集画面に応じて、複数の選択候補のうち前
回選択された候補を優先表示するか、複数の選択候補のうち特定の候補を優先表示するか
を定めておくことができるため、複数の選択候補の中からいずれかを選択して編集を行う
際の、ユーザ操作の利便性を向上させることができる。つまり、ケーブルラベルに印刷す
る文書を作成する場合など、記号メニューの中から「２桁数字」を扱うことが多い編集画
面（第２の編集画面）からは、記号メニューの表示指示があった場合、選択候補「２桁数
字」（特定の選択候補）を優先表示する。また、通常の編集画面（第１の編集画面）から
は、一般的に一度選択された候補やその近くの候補が選択される可能性が高いため、前回
選択された候補を優先表示する。このように、編集内容に応じて、適切な選択候補を優先
表示するため、複数の選択候補の中から所望の候補を選択する際に手間取ることがない。
【０００８】
　上記に記載の文書処理装置において、各編集画面について、複数の選択候補のうち特定
の候補を優先表示する優先表示固定型と、複数の選択候補のうち前回選択された候補を優
先表示する優先表示変動型と、のいずれかに設定する優先表示型設定手段をさらに備え、
優先表示型設定手段による設定が行われた場合、選択候補表示手段は、複数の選択候補を
表示する際に優先表示型設定手段の設定にしたがって優先表示することが好ましい。
【０００９】
　この構成によれば、ユーザのニーズ（好みや使用環境）に応じて、編集画面ごとに優先
表示型を設定することができる。なお、優先表示型設定手段による設定が行われていない
状態（デフォルト設定状態）では、第１の編集画面から複数の選択候補を表示する場合、
前回選択された候補を優先表示し、第２の編集画面から複数の選択候補を表示する場合、
特定の候補を優先表示する。
【００１０】
　上記に記載の文書処理装置において、複数の選択候補は、項目別に複数用意されており
、選択候補表示指示手段は、複数の項目のうちいずれかの項目を指定して、複数の選択候
補の表示を指示可能であり、優先表示型設定手段は、項目別に、優先表示固定型または優
先表示変動型を設定することが好ましい。
【００１１】
　この構成によれば、各編集画面から表示可能な複数の選択候補が、複数項目ある場合、
それらの項目別に優先表示固定型または優先表示変動型を設定することができる。これに
より、ユーザのニーズに合ったより細かい優先表示設定を行うことができる。
【００１２】
　上記に記載の文書処理装置において、優先表示型設定手段は、優先表示固定型に設定さ
れた場合、特定の候補をさらに設定することが好ましい。
【００１３】
　この構成によれば、優先表示する特定の候補についても設定することができる。これに
より、ユーザのニーズに合ったより細かい優先表示設定を行うことができる。
【００１４】
　上記に記載の文書処理装置において、選択候補表示指示手段は、複数の選択候補のうち
いずれかの候補の選択操作によって、当該選択された候補の下位階層となる複数の下位選
択候補の表示を指示可能であり、選択候補表示手段は、複数の選択候補の表示指示が行わ
れた編集画面の優先表示型に関わらず、前回選択された候補を優先表示することが好まし
い。
【００１５】
　この構成によれば、複数の選択候補表示指示が行われた編集画面や各項目の優先表示型
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に関わらず、その下位階層の下位選択候補については、前回選択された候補を優先表示す
るため、細かい設定を必要としない。つまり、下位選択候補については優先表示変動型に
統一設定しておくことで、操作をわかり易くすることができる。
　なお、ここで規定する下位選択候補の優先表示についても、上記の複数の優先候補の優
先表示の場合と同様に、少なくともデフォルト設定状態における優先表示手法を指すもの
であり、下位選択候補についても、編集画面別および／または項目別に、優先表示固定型
または優先表示変動型を設定可能な構成としても良い。
【００１６】
　本発明のテープ印刷装置は、上記に記載の文書処理装置における各手段と、各編集画面
における編集結果に基づいて印刷データを生成する印刷データ生成手段と、印刷データを
、テープ上に印刷する印刷手段と、を備えたことを特徴とする。
【００１７】
　この構成によれば、テープ上に印刷するための印刷データの編集を行う際の選択操作に
ついて、ユーザの利便性を向上させることができる。
【００１８】
　上記に記載のテープ印刷装置において、第２の編集画面は、編集可能な行数、文字数、
項目のうち少なくとも１つを含む編集条件が第１の編集画面と異なることが好ましい。
【００１９】
　この構成によれば、ケーブルラベルを作成する場合は、記号メニューの中から「２桁数
字」を扱うことが多いため、ケーブルラベル作成用の編集画面からは、特定の候補「２桁
数字」を優先表示することで、ユーザの利便性を向上させることができる。
　なお、「ラベル」とは、テープ上に印刷を行った後、印刷済み部分を切断したものであ
る。なお、テープの切断は、テープ印刷装置に搭載された切断手段を用いて行っても良い
し、ユーザがハサミ等を用いて行っても良い。
【００２０】
　本発明のプログラムは、コンピュータに、上記に記載の文書処理装置の選択候補表示方
法における各工程を実行させるためのものであることを特徴とする。
【００２１】
　このプログラムを用いることにより、文書処理装置において複数の選択候補の中からい
ずれかを選択して編集を行う際の、ユーザ操作の利便性を向上させることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２２】
　以下、本発明の一実施形態について、添付図面を参照しながら詳細に説明する。本実施
形態では、文書処理装置を適用した電子機器として、情報入力からテープ状媒体への印刷
までの一連の処理を行うテープ印刷装置を例示する。
【００２３】
　図１は、本実施形態に係るテープ印刷装置１の開閉蓋２１を開いた状態の外観斜視図で
ある。図１に示すようにテープ印刷装置１は、装置ケース２により外郭が形成され、装置
ケース２の前部上面には各種入力キーを備えたキーボード３が配置されると共に、後部上
面には、その左部に開閉蓋２１が取り付けられ、その右部には表示画面４１が配設されて
いる。開閉蓋２１の内側にはテープカートリッジＣを装着するためのカートリッジ装着部
６が窪入形成されており、テープカートリッジＣは、開閉蓋２１を開放した状態でカート
リッジ装着部６に着脱可能に装着される。また、開閉蓋２１にはこれを閉じた状態でテー
プカートリッジＣの装着／非装着を視認するための覗き窓２１ａが形成されている。
【００２４】
　キーボード３には、文字キー群３ａ、および各種動作モード等を指定するための機能キ
ー群３ｂが配列されている。文字キー群３ａは、ＪＩＳ配列に基づいたフルキー構成であ
り、操作するキー数の増加を抑えるためのシフトキーを備えるなど、一般のワードプロセ
ッサ等と同様である。また、機能キー群３ｂには、［ケーブル］キー３１、編集項目キー
群３２、［環境］キー３３、［印刷］キー３４、カーソルキー３５および［選択］キー３
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６が含まれる。
【００２５】
　［ケーブル］キー３１は、通常編集を行うための通常編集モードと、ケーブルやコード
などに貼付するためのラベルＬ（以下、「ケーブルラベルＬ」と称する）を作成するため
の編集モードであるケーブル編集モードとを切り替えるためのキーである。なお、以下の
説明では、通常編集モード時に表示する編集画面を「通常編集画面４１ａ」（第１の編集
画面）、ケーブル編集モード時に表示する編集画面を「ケーブル編集画面４１ｂ」（第２
の編集画面）と称する（図２参照）。
【００２６】
　編集項目キー群３２は、編集機能を選択するためのキーであり、［記号Ａ］キー３２ａ
、［記号Ｂ］キー３２ｂおよび［バーコード］キー３２ｃを含む（図２参照）。これら各
キーの押下により、図４に示すような編集機能を選択可能である。［環境］キー３３は、
環境設定を行うためのキーであり、図７に示すような環境設定機能を選択可能である。［
印刷］キー３４は、印刷実行を指示するためのキーである。カーソルキー３５は、上下左
右キー（［↑］，［↓］，［←］，［→］）から成り、カーソル移動やスクロール操作を
行うためのキーである。また、［選択］キー３６は、選択候補（選択肢）の選択および確
定操作を行うためのキーである。
【００２７】
　表示画面４１は、液晶ディスプレイであり、ユーザがキーボード３を用いて入力した入
力情報に基づく編集結果、および当該編集結果に基づいて生成された印刷データ等を確認
したりする際に用いられる。本実施形態では、縦２行および横７文字の入力が可能な画面
サイズであるものとする（図８参照）。
【００２８】
　装置ケース２の左側部には、カートリッジ装着部６と外部とを連通するテープ排出口２
２が形成され、このテープ排出口２２には、送り出した印刷テープＴを切断するためのテ
ープカッタ２３が臨んでいる。そして、テープ排出口２２から印刷済みの印刷テープＴが
所定長さだけ送り出され、送りを一旦停止させた状態で、この印刷済みの印刷テープＴを
テープカッタ２３により切断して、短冊状のラベルＬ（図６参照）を作成する。なお、切
断処理については、オートカットとマニュアルカットとを切り替え可能であり、定長印刷
などの場合にはオートで、任意長印刷などの場合にはカットキーをユーザが操作すること
によりマニュアルで、カッタモータ２５（図２参照）を駆動する。
【００２９】
　一方、カートリッジ装着部６には、ヘッドカバー６１ａ内にサーマルタイプの印刷ヘッ
ド７が内蔵されたヘッドユニット６１と、印刷ヘッド７に対峙するプラテン駆動軸６２と
、後述のインクリボンＲを巻き取る巻き取り駆動軸６３と、後述のテープリール１７の位
置決め突起６４とを備えている。また、カートリッジ装着部６の下側には、プラテン駆動
軸６２および巻き取り駆動軸６３を回転させるテープ送りモータ２６（図２参照）が内蔵
されている。
【００３０】
　テープカートリッジＣは、カートリッジケース５１内部の上部中央部に、一定の幅（４
．５ｍｍ～４８ｍｍ程度）の印刷テープＴを巻回したテープリール１７と、右下部にイン
クリボンＲを巻回したリボンリール１９とを収容して構成されており、印刷テープＴとイ
ンクリボンＲは同じ幅で構成されている。また、テープリール１７の左下部には前記ヘッ
ドユニット６１を覆うヘッドカバー６１ａが差し込まれるための貫通孔５５が形成されて
いる。さらに、貫通孔５５に差し込まれたヘッドユニット６１は、印刷テープＴとインク
リボンＲとが重なる部分に対応して、前記プラテン駆動軸６２に嵌合されて回転駆動する
プラテンローラ５３が配置されている。一方、前記リボンリール１９に近接してリボン巻
き取りリール５４が配置され、リボンリール１９から繰り出されたインクリボンＲは、ヘ
ッドカバー６１ａを周回するように配置され、リボン巻き取りリール５４に巻き取られる
ようになっている。
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【００３１】
　テープカートリッジＣがカートリッジ装着部６に装着されると、ヘッドカバー６１ａに
貫通孔５５が、位置決め突起６４にテープリール１７の中心孔が、巻き取り駆動軸６３に
リボン巻き取りリール５４の中心孔がそれぞれ差し込まれ、印刷テープＴおよびインクリ
ボンＲを挟み込んで印刷ヘッド７がプラテンローラ５３に当接して印刷が可能になる。そ
の後、ユーザが表示画面４１の編集結果を確認しながらキーボード３により所望のテキス
ト（文字、数字、記号、簡易図形等のキャラクタ）や画像を入力し、印刷を指示すると、
テープ印刷装置１は、テープ送りモータ２６によりテープカートリッジＣから印刷テープ
Ｔを繰り出し、印刷ヘッド７の発熱素子を選択的に発熱させることにより印刷テープＴに
所望の印刷を行う。印刷テープＴの印刷済み部分はテープ排出口２２から随時外部に送り
出され、印刷を完了すると、テープ送りモータ２６は、余白分を含むテープ長さの位置ま
で印刷テープＴの送りを行った後、その送りを停止する（その後、切断処理に移行する）
。
【００３２】
　一方、印刷テープＴは、裏面に粘着剤層が形成された記録テープＴａと、この粘着剤層
により記録テープＴａに貼り付けられた剥離テープＴｂとから構成されている。そして、
印刷テープＴは、記録テープＴａを外側にし、かつ剥離テープＴｂを内側にしてロール状
に巻回されてカートリッジケース５１内に収容されている。また、印刷テープＴは、テー
プ種別（テープ幅、テープの地色、地模様、材質（質感）など）が異なる複数種のものが
用意されており、各カートリッジケース５１には、このうち１種類の印刷テープＴ（およ
びインクリボンＲ）が収容されている。また、カートリッジケース５１の裏面にはテープ
カートリッジＣの種別を特定する複数の孔（図示省略）が設けられている。また、複数の
孔に対応してカートリッジ装着部６には、これらを検出するテープ識別センサ（マイクロ
スイッチ）２７（図２参照）が、複数設けられており、このテープ識別センサ２７により
複数の孔の状態を検出することで、テープ種別を判別できるようになっている。
【００３３】
　次に、図２の制御ブロック図を参照し、テープ印刷装置１の制御構成について説明する
。テープ印刷装置１は、中央処理装置であるＣＰＵ（Central Processing Unit）１１０
、ＲＡＭ（Random Access Memory）１２０、ＲＯＭ（Read Only Memory）１３０、表示画
面４１、キーボード３、カッタモータ２５、テープカッタ２３、テープ送りモータ２６、
印刷ヘッド７およびテープ識別センサ２７を備えている。また、ＣＰＵ１１０は、ＲＯＭ
１３０、表示画面４１、キーボード３、カッタモータ２５、テープ送りモータ２６、印刷
ヘッド７およびテープ識別センサ２７とバス１４０を介して接続されている。
【００３４】
　ＲＡＭ１２０は、ＣＰＵ１１０と直接接続されており、ＣＰＵ１１０が各種制御を行う
際のワークエリアとして用いられる。また、ＲＡＭ１２０は、各種編集機能を選択するた
めの複数の選択候補の中から、前回選択された１の候補（以下、「前回選択候補」と称す
る）を記憶しておく前回選択候補記憶領域１２１を有している。当該前回選択候補記憶領
域１２１は、編集項目ごと、且つ各編集項目に含まれる選択候補群（複数の選択候補）ご
とに、前回選択候補を記憶する。また、各選択候補群は階層構造になっているため（図４
参照）、例えば編集項目「記号Ａ」については、「記号Ａ」に属する第１階層の選択候補
群（記号メニュー）と、第１階層の「欧州」に属する第２階層の選択肢群とで、それぞれ
前回選択候補を記憶する。また、第１階層の「欧州」以外の各選択項目についても、それ
ぞれ前回選択候補を記憶する。
【００３５】
　ＲＯＭ１３０は、ＣＰＵ１１０が各種制御を行うための制御プログラムおよび制御デー
タを記憶している。制御プログラムとしては、具体的に、表示画面４１の表示制御を行う
ための表示制御プログラム、各種編集処理を行うための編集処理プログラムおよび印刷処
理を行うための印刷処理プログラムを含む。
【００３６】
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　表示画面４１は、編集結果や印刷レイアウトを表示するための表示手段として機能する
。また、編集画面としては、上記の通り通常編集画面４１ａおよびケーブル編集画面４１
ｂのいずれかを表示する（編集画面表示手段）。ケーブル編集画面４１ｂは、通常編集画
面４１ａに対し、入力可能な行数（テープ長「２．６ｃｍ」の場合は２行、「５．０ｃｍ
」の場合は４行など）と文字数（テープ幅２４ｍｍの印刷テープＴを使用した場合は、全
角４文字分など）と、が制限されている点、フォント、装飾、書体、文字方向（たて書き
／よこ書き）が固定されて変更できない点、編集項目として「バーコード」（図４参照）
を選択できない点で通常編集画面４１ａと異なる。
【００３７】
　キーボード３は、各種情報を入力するための情報入力手段、並びに各種指定および設定
を行うための指定・設定手段として機能する。また、編集項目キー群３２（選択候補表示
指示手段）として、上記の通り、［記号Ａ］キー３２ａ、［記号Ｂ］キー３２ｂおよび［
バーコード］キー３２ｃを有している。
【００３８】
　カッタモータ２５は、テープカッタ２３と接続され、切断手段として機能する。また、
テープ送りモータ２６および印刷ヘッド７は、印刷テープＴ上に印刷を行うための印刷手
段として機能する。上記のとおり、印刷ヘッド７およびテープ識別センサ２７は、カート
リッジ装着部６に設けられ、テープ識別センサ２７は、テープカートリッジＣに収容され
た印刷テープＴの種別を検出する。ＣＰＵ１１０は、このテープ識別センサ２７の検出結
果に基づいて、装着されたテープカートリッジＣ（テープカートリッジＣに収容された印
刷テープＴのテープ幅や材質等）がケーブルラベルＬの作成用として適切であるか否かを
判別したり、テキストとして入力可能な行数および文字数を制限したり等の制御を行う。
また、ＣＰＵ１１０は、表示画面４１の表示処理や印刷データの生成処理を制御する（印
刷データ生成手段）と共に、印刷動作や切断動作の駆動制御を行う。
【００３９】
　さらに、ＣＰＵ１１０は、各編集項目キー３２ａ，３２ｂ，３２ｃの押下によって表示
する選択候補群の中から１の候補を優先表示する優先表示制御を行う（選択候補表示手段
）。なお、「優先表示」とは、選択候補群の中で最初に選択可能な候補として、順序的に
一番（最上段）に表示したり、ハイライト表示（図８のＤ１２に示す反転表示やＤ１３に
示す点滅表示など）したりすることを指す。また、選択候補群は、その全てが同一画面上
に表示されても良いし、図８のＤ１２等に示すように、一画面に１つの選択候補のみを表
示し、カーソルキー３５の操作に伴って、表示される選択候補を順次変えていくようにし
ても良い。
【００４０】
　例えば、ＣＰＵ１１０は、通常編集画面４１ａを表示した状態で編集項目キー群３２の
いずれかが押下された場合は、編集項目キーの種別（［記号Ａ］キー３２ａ、［記号Ｂ］
キー３２ｂおよび［バーコード］キー３２ｃ）に依らず、第１階層の選択候補群の中から
前回選択候補を優先表示する。この場合、ＣＰＵ１１０は、ＲＡＭ１２０内の前回選択候
補記憶領域１２１を参照して、優先表示すべき候補を決定する。一方、ケーブル編集画面
４１ｂを表示した状態で［記号Ｂ］キー３２ｂが押下された場合は、前回どの候補が選択
されたかに関わらず、第１階層の選択候補群の中から候補「２桁数字」を優先表示する。
このように、ＣＰＵ１１０は、編集画面の種類や編集内容に応じて、前回選択候補を優先
表示するか、特定の候補を優先表示するかの優先表示型（優先表示の対象となる候補の決
定手法）を変化させる。つまり、編集内容等に見合った適切な選択候補を優先表示するた
め、ユーザは複数の選択候補の中から所望の候補を選択する操作をより迅速に行うことが
できる。なお、上記の優先表示制御は、デフォルト設定（初期値）状態における制御であ
り、ユーザの設定によって、優先表示候補となる特定の候補や、優先表示型を変更できる
ようになっている（優先表示型設定手段）。詳細については、後述する。
【００４１】
　次に、図３を参照し、ケーブル編集画面４１ｂの編集によって作成されるケーブルラベ



(9) JP 5223387 B2 2013.6.26

10

20

30

40

50

ルＬの貼付例について説明する。図３（ａ）に示すように、ケーブルラベルＬは、ラベル
の幅方向を行方向とする、よこ書きの文字列が数行印刷されたものであり、電源コード等
の貼付対象物２００に巻きつけて用いられる。当該ケーブルラベルＬを貼付対象物２００
に巻きつける場合は、まず剥離テープＴｂを剥がして記録テープＴａを表側にし、図３（
ｂ）に示すように、記録テープＴａの先端部を一旦貼付対象物２００に貼付してから、記
録テープＴａの後端部を指で抓み、貼付対象物２００を周回するように（図示矢印方向に
沿って）貼付する。
【００４２】
　次に、図４の表を参照し、編集機能の選択候補について説明する。上記の通り、編集項
目「記号Ａ」、「記号Ｂ」および「バーコード」は、［記号Ａ］キー３２ａ、［記号Ｂ］
キー３２ｂおよび［バーコード］キー３２ｃの押下によって、それらに属する第１階層の
選択候補群を表示画面４１上に表示できるようになっている。なお、通常編集モード（通
常編集画面４１ａ）では、これらの編集項目全てが選択可能であるが、ケーブル編集モー
ド（通常編集画面４１ｂ）では、編集項目「バーコード」が選択できないようになってい
る。また、各選択候補群（第１階層以下の下位階層も含む）は、カーソルキー３５の操作
によってサイクリック表示（循環表示）されるようになっている。
【００４３】
　また、例えば編集項目「記号Ａ」に属する第１階層の選択候補群（「欧州」、「ギリシ
ャ」など）は、いずれかの候補の選択によって、各候補に属する下位階層の選択候補群を
表示画面４１上に表示できるようになっている。なお、編集項目「記号Ａ」については、
第２階層が最終階層であり、最終階層の候補が選択されると編集画面に戻る。また、編集
項目「記号Ａ」は、編集モードおよび階層に関わらず、全ての選択候補群が、前回選択さ
れた候補を優先表示するようにデフォルト設定されている。
【００４４】
　なお、初期化された場合など、前回選択された候補が存在しない場合は、各選択候補群
の最上段にあるデフォルト値（第１階層の場合は、「欧州」）を優先表示する。また、選
択候補「終わり？」は、選択内容を編集内容に反映させたり、上位階層の選択画面に画面
遷移させたりする場合に選択されるもので、前回選択候補として前回選択候補記憶領域１
２１に記憶される対象とはならない。なお、これら（前回選択された候補が存在しない場
合の優先表示、および選択候補「終わり？」の機能）については、以下、編集項目「記号
Ｂ」、「バーコード」についても同様である。
【００４５】
　一方、編集項目「記号Ｂ」については、「記号Ｂ」に属する第１階層の選択候補「２桁
数字」を選択した場合に、第２階層および第３階層の選択ができるようになっている。第
２階層では、２桁数字の１０の位の選択、第３階層では、２桁数字の１の位の選択が行わ
れる。なお、ケーブル編集モード時に「記号Ｂ」に属する選択候補群（「省略」、「マー
ク」など）を表示する場合は、デフォルト設定において特定の候補として設定されている
「２桁数字」を優先表示するが、第２階層および第３階層の選択候補群については、前回
選択された候補を優先表示する。また、通常編集モード時に「記号Ｂ」に属する選択候補
群を表示する場合は、前回選択候補を優先表示する。また、編集項目「記号Ｂ」に属する
「２桁数字」以外の選択候補が選択された場合に表示する第２階層の選択候補群について
も、編集モードに関わらず、前回選択候補を優先表示する。
【００４６】
　また、編集項目「バーコード」については、第１階層に属する全ての選択候補（「ＣＯ
ＤＥ１２８」、「ＣＯＤＥ３９」など）について、第２階層ないし第４階層の選択ができ
るようになっている。第２階層では、全体の幅（バーコードの横方向の長さ）、第３階層
では、細・太の比率（バーコードを構成する各線の太さ）、第４階層では、チェックデジ
ットの有無について、それぞれ選択される。なお、編集項目「バーコード」は、通常編集
モードのみで選択可能となっており、全ての選択候補群が、前回選択候補を優先表示する
ようにデフォルト設定されている。
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【００４７】
　次に、図５のフローチャートを参照し、編集機能の選択操作について説明する。表示画
面４１に、通常編集画面４１ａまたはケーブル編集画面４１ｂを表示した状態で、例えば
［記号Ｂ］キー３２ｂが押されると（Ｓ０１）、そのときの編集モードを判別する（Ｓ０
２）。ここで、通常編集モードと判定した場合は（Ｓ０２：通常編集モード）、編集項目
「記号Ｂ」に属する第１階層選択候補群の中から、前回選択候補を優先表示する（Ｓ０３
）。前回選択候補は、前回選択候補記憶領域１２１から読み出すが、初期化された場合な
ど、編集項目「記号Ｂ」に属する選択候補群の前回選択候補が記憶されていない場合は、
デフォルト値「省略」を優先表示する。その後、カーソルキー３５や［選択］キー３６の
操作によって、編集項目「記号Ｂ」の第１階層の候補が選択され（Ｓ０４）、さらに下位
階層の選択が行われると（Ｓ０５）、通常編集画面４１ａに戻る。なお、Ｓ０４およびＳ
０５における選択操作に伴い、各選択候補群の前回選択候補記憶領域１２１の記憶値を更
新する。
【００４８】
　一方、Ｓ０２において、ケーブル編集モードと判定した場合は（Ｓ０２：ケーブル編集
モード）、編集項目「記号Ｂ」に属する第１階層選択候補群の中から、特定の候補である
「２桁数字」を優先表示する（Ｓ０６）。つまり、ケーブル編集モードの場合は、前回選
択候補記憶領域１２１に記憶されている前回優先候補の参照を必要としない。その後、編
集項目「記号Ｂ」の第１階層の候補が選択され（Ｓ０７）、さらに下位階層の選択が行わ
れると（Ｓ０８）、ケーブル編集画面４１ｂに戻る。なお、通常編集モードの場合と同様
に、Ｓ０７およびＳ０８における選択操作に伴い、各選択候補群の前回選択候補記憶領域
１２１の記憶値を更新する。
【００４９】
　なお、特に図示しないが、通常編集画面４１ａからケーブル編集画面４１ｂに切り替え
る際、［ケーブル］キー３１が押されると、ケーブル編集画面４１ｂを表示する前に、ケ
ーブル長さ設定画面を表示する。当該ケーブル長さ設定画面では、ケーブルラベルＬの長
さを、複数の選択候補（例えば、「２．６ｃｍ」と、「５．０ｃｍ」との２種類）の中か
ら選択可能となっている。ケーブルラベルＬの長さについての選択候補群は、前回選択候
補を優先表示する。なお、ケーブルラベルＬの長さは、これら選択候補群から選択するの
ではなく、数値入力によって設定可能としても良い。
【００５０】
　次に、図６を参照し、ケーブル編集画面４１ｂの編集によって作成されるケーブルラベ
ルＬの印刷例について説明する。図６の例は、１行目に「ＰＣ０１（全て全角文字）」、
２行目に「20070820（４つの２桁数字）」が入力された場合の印刷結果を示している。こ
こでは、入力された２行分のテキストが、よこ書き且つテープ幅方向を行方向として印刷
されている。また、指定したテープ長となるように、テープ後端部が切断されている。な
お、テープ先端から印刷開始位置までの長さＬａは固定長であり、印刷開始位置から印刷
終了位置までの長さＬ０は、行数によって変化する。また、印刷終了位置からテープ後端
までの長さＬｂは、「設定されたテープ長－（Ｌａ＋Ｌ０）」によって求められる。
【００５１】
　次に、図７および図８を参照し、環境設定（特に、優先表示設定）について説明する。
図７は、環境設定機能の選択候補を示す表である。環境設定では、第１階層において、「
表示濃度」、「印刷濃度」、「保存値復元」、「保存値設定」および「優先表示」のいず
れかを選択可能となっている。前者の４つについては、本発明と特に関係がないため、説
明を省略する。また、環境設定については、第１階層および第２階層について、前回選択
候補（前回選択候補記憶領域１２１から読み出した候補）を優先表示し、第３階層以下に
ついては特定の候補（各選択候補群の最上段に記載されたデフォルト値）を優先表示する
ようになっている。但し、第３階層以下で仮設定操作を行って第２階層の表示に戻る場合
は、選択された候補の次の候補を優先表示する。詳細については後述する。
【００５２】
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　図７の表に示すように、例えば第１階層で、選択候補「優先表示」が選択された場合は
、その下位階層（第２階層）で、編集モード（通常編集モードまたはケーブル編集モード
）を選択可能である。また、さらにその下位階層（第３階層）では、編集項目を選択可能
である。また、その下位階層（第４階層）では、優先表示型（前回選択候補を優先表示す
る優先表示変動型、または特定の候補を優先表示する優先表示固定型）を選択可能であり
、さらにその下位階層（第５階層）では、優先表示固定型に選択した場合の「特定の候補
」を選択可能となっている。
【００５３】
　ここで、図８の画面遷移図を参照し、具体的な優先表示設定操作について説明する。通
常編集画面４１ａ（Ｄ１１）において、［環境］キー３３が押されると、環境設定画面を
表示する（Ｄ１２）。なお、図示しないが、Ｄ１３～Ｄ２８に示す画面も、全て環境設定
画面である。また、環境設定画面は、ケーブル編集画面４１ｂからも、同様の操作で表示
させることが可能である。
【００５４】
　Ｄ１２の状態の環境設定画面では、画面上段左側にタイトル「環境」を表示し、画面上
段右側に第１階層最上段の候補「表示濃度」を反転表示する。ここで、［↓］キー３５が
４回押されると、候補「優先表示」を点滅表示し（Ｄ１３）、さらに［選択］キー３６が
押されると、画面上段左側にタイトル「優先」を表示し、画面上段右側に、候補「優先表
示」に属する第２階層最上段の候補「通常」を反転表示する（Ｄ１４）。当該「通常」は
、通常編集モードを示すものである。
【００５５】
　Ｄ１４の状態から［選択］キー３６が押されると、候補「通常」に属する第３階層最上
段の候補「記号Ａ」を反転表示し（Ｄ１５）、さらに［選択］キー３６が押されると、候
補「記号Ａ」に属する第４階層最上段の候補「固定しない」を反転表示する（Ｄ１６）。
当該「固定しない」は、優先表示変動型を示す。ここで、［選択］キー３６が押されると
、「通常編集モード時に編集項目「記号Ａ」が選択された場合、前回選択された候補を優
先表示する」ように仮設定される。当該仮設定は、選択候補「終わり？」が選択されたと
きに本設定される。また、表示画面４１は、上位階層に戻り、第３階層の２番目の選択候
補「記号Ｂ」を点滅表示する（Ｄ１７）。つまり、第３階層では、仮設定後であるため、
選択候補が次候補に移動している。
【００５６】
　Ｄ１７の状態から、［↓］キー３５が１回押されると、第３階層の３番目の選択候補「
バーコード」を点滅表示する（Ｄ１８）。なお、第２階層で「ケーブル」が選択された場
合、第３階層は、選択候補「記号Ａ」および「記号Ｂ」のみを表示し、選択候補「バーコ
ード」は選択できないようになっている。Ｄ１８の状態で、［選択］キー３６が押される
と、画面上段左側にタイトル「バー」（バーコードの略）を表示し、画面上段右側に、第
４階層最上段の候補「固定しない」を反転表示する（Ｄ１９）。ここで、［↓］キー３５
が１回押されると、第４階層の２番目の候補「固定する」を点滅表示する（Ｄ２０）。当
該「固定する」は、優先表示固定型を示す。この状態から、［選択］キー３６が押される
と、第５階層最上段の候補「ＣＯＤＥ１２８」を反転表示し（Ｄ２１）、さらに［選択］
キー３６が押されると、「通常編集モード時に編集項目「バーコード」が選択された場合
、特定の候補「ＣＯＤＥ１２８」を優先表示する」ように仮設定される。また、表示画面
４１は、上位階層（第３階層）に戻り、仮設定後であるため、選択候補「バーコード」の
次の候補である選択候補「記号Ａ」を点滅表示する（Ｄ２２）。
【００５７】
　続いて、Ｄ２２の状態から、［戻る］キーが１回押されると、第３階層から第２階層に
戻ったので、第３階層に入った直前の選択候補である「通常」を反転表示する（Ｄ２３）
。ここで、［↓］キー３５が１回押されると、第２階層の２番目の候補「ケーブル」を点
滅表示する（Ｄ２４）。当該「ケーブル」は、ケーブル編集モードを示すものである。こ
こで、［選択］キー３６が押されると、画面上段左側にタイトル「ケー」（ケーブル編集
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モードの略）を表示し、画面上段右側に、第３階層最上段の候補「記号Ａ」を反転表示す
る（Ｄ２５）。
【００５８】
　また、Ｄ２５の状態から、［戻る］キーが１回押されると、第３階層から第２階層に戻
ったので、第３階層に入った直前の選択候補である「ケーブル」を点滅表示する（Ｄ２６
）。さらに、この状態から［戻る］キーが押されると、第２階層に入った直前の選択候補
である「優先表示」を点滅表示する（Ｄ２７）。そして、［↓］キー３５が１回押される
と、第１階層の最後の候補「終わり？」を点滅表示し（Ｄ２８）、［選択］キー３６が押
されると、通常表示画面４１ａに戻る（Ｄ２９）。なお、この［選択］キー３６が押され
たこと（「終わり？」が選択されたこと）に伴い、仮設定していた内容の本設定を行う。
つまり、ＲＡＭ１２０内の環境設定値を記憶する所定領域（図示省略）に、仮設定されて
いた優先表示設定の内容を書き込む。
【００５９】
　以上説明したとおり、本実施形態のテープ印刷装置１は、少なくともデフォルト設定状
態において、編集内容（編集画面，編集モード）ごとに、選択候補群の中の前回選択候補
を優先表示するか、特定の候補を優先表示するかが定められている。つまり、特定の候補
が選択される可能性が高い場面においては、前回選択候補に関わらず特定の候補を優先表
示するため、複数の選択候補の中から所望の候補を選択する操作をより迅速に行うことが
できる。
【００６０】
　また、環境設定により、ユーザのニーズに応じて、編集モード（編集画面）ごと、また
編集項目ごとに優先表示型をカスタマイズすることができるため、より利便性を向上させ
ることができる。
【００６１】
　なお、上記の実施形態では、前回選択された候補を、前回選択候補記憶領域１２１に選
択候補群ごとに記憶するものとしたが、さらに編集モード別に記憶しても良い。例えば、
上記の実施形態では、前回選択された候補を選択候補群ごとに記憶するため、ケーブル編
集モードにおいて編集項目「記号Ａ」に属する選択候補群の中から候補「南米」が選択さ
れた場合、その後通常編集モードにおいて編集項目「記号Ａ」が開かれると、候補「南米
」を優先表示する。これに対し、前回選択された候補を編集モード別に記憶する場合は、
ケーブル編集モードで編集項目「記号Ａ」の「ギリシャ」が選択され、その後通常編集モ
ードにおいて編集項目「記号Ａ」の「南米」が選択され、その後さらにケーブル編集モー
ドで編集項目「記号Ａ」が開かれると、ケーブル編集モードにおける前回選択候補「ギリ
シャ」を優先表示する。なお、前回選択された候補を、編集モード別に記憶するか否かを
ユーザが選択できる構成としても良い。
【００６２】
　また、上記の実施形態では、編集機能の第１階層の選択候補群について、優先表示型を
設定するものとしたが、第２階層以下の選択候補群についても、優先表示型を設定可能と
しても良い。
【００６３】
　また、上記の実施形態では、通常編集画面４１ａとケーブル編集画面４１ｂとの２つの
編集画面４１を例示したが、選択可能な編集画面（編集モード）を３種類以上としても良
い。但し、各編集画面４１は、少なくとも編集条件が異なることが前提である。
【００６４】
　また、上記の実施形態では、通常編集画面４１ａに対し、ケーブル編集画面４１ｂは、
入力可能な行数や文字数の制限があるものとしたが、これらの制限をユーザが解除または
変更できるようにしても良い。また、通常編集画面４１ａやケーブル編集画面４１ｂ以外
に、新たな編集画面を作成可能とし、当該新たな編集画面の編集条件（入力文字数や編集
機能の制限内容など）をユーザが設定できるようにしても良い。
【００６５】
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　また、上記の実施形態では、編集機能として、記号やバーコードの入力機能を例示した
が、その他の編集機能にも、本発明を適用可能である。例えば、文字モード（書体、飾り
字、文字囲み、文字間隔）、段落スタイル（たて書き／よこ書き、文字サイズ、割付、外
枠・表組）、文章書式（定長印刷、地紋印刷、余白）等の編集を行う場合も、選択候補群
ごとに優先表示型を設定できるようにしても良い。
【００６６】
　また、上記の実施形態では、各編集画面とは異なる画面上に選択候補群の表示を行った
が（編集項目キー３２ａ，３２ｂ，３２ｃの押下により、編集画面から選択画面に画面遷
移するものとしたが）、各編集画面上に選択候補群を表示するようにしても良い。すなわ
ち、編集画面の一部を選択画面として用いても良い。
【００６７】
　また、上記の実施形態では、編集項目の選択を、項目ごとに設けられた編集項目キー３
２ａ，３２ｂ，３２ｃによって行うものとしたが、編集項目の選択を行うための専用キー
を１つだけ設け、当該専用キーの押下によって表示される選択画面で、編集項目の選択を
行うようにしても良い。また、編集モードの切り替えも、［ケーブル］キー３１の押下に
よって行うのではなく、モード選択画面を表示して、その中に表示された複数の選択候補
の中から編集モードの選択を行うようにしても良い。
【００６８】
　また、上記の実施形態では、本発明の文書処理装置をテープ印刷装置１に適用した場合
について例示したが、選択候補群の表示や候補選択操作を行うことができる電子機器（例
えば、パーソナルコンピュータなど）であれば、本発明の文書処理装置を適用可能である
。
【００６９】
　なお、請求項における「複数の選択候補」は、その全てが同時に画面表示されても良い
し、幾つかに分けて表示されても良い。例えば、前者の場合（１の画面上に複数の選択候
補を表示する場合）は、複数の選択候補の中から１つの候補を最上段に表示したり、ハイ
ライト表示（反転や点滅など）したりすることで優先表示することが可能である。また、
後者の場合（例えば、画面サイズの制約等によって、１の画面上に１つの選択候補しか表
示できない場合）は、複数の選択候補の中から、最初に画面表示することで優先表示する
ことが可能である。
【００７０】
　また、請求項における「選択候補表示手段（選択候補表示工程）」による優先表示は、
少なくともデフォルト設定状態における優先表示手法を指すものであり、上記実施形態の
環境設定における優先表示手法の設定変更を禁じるものではない。
【００７１】
　また、上記の実施形態では、編集項目キー３２が押されたときに、編集画面４１から、
複数の選択候補が表示された選択画面に画面遷移する場合を例示したが（図８参照）、編
集画面４１上に、複数の選択候補を表示しても良い。すなわち、編集画面４１の一部を選
択画面として用いても良い。
【００７２】
　また、上記の実施形態に示した、テープ印刷装置１の各構成要素をプログラムとして提
供することが可能である。また、そのプログラムを各種記録媒体（ＣＤ－ＲＯＭ、フラッ
シュメモリ等）に格納して提供することも可能である。すなわち、コンピュータを、テー
プ印刷装置１の各手段として機能させるためのプログラム、およびそれを記録した記録媒
体も、本発明の権利範囲に含まれるものである。その他、本発明の要旨を逸脱しない範囲
で、適宜変更が可能である。
【図面の簡単な説明】
【００７３】
【図１】開蓋状態のテープ印刷装置の外観斜視図である。
【図２】テープ印刷装置の制御ブロック図である。
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【図３】ケーブルラベルの貼付例を示す図である。
【図４】編集機能の選択候補一覧を示す表である。
【図５】通常編集モードおよびケーブル編集モードにおいてにおいて２桁数字を入力する
場合の操作方法を示すフローチャートである。
【図６】ケーブルラベルの作成例を示す平面図である。
【図７】環境設定機能の選択候補一覧を示す表である。
【図８】環境設定機能の一つである優先表示設定を行う場合の操作方法を示す画面遷移図
である。
【符号の説明】
【００７４】
　１…テープ印刷装置　３…キーボード　３１…［ケーブル］キー　３２…［編集項目］
キー　３３…［環境］キー　３４…［印刷］キー　４１…表示画面　４１ａ…通常編集画
面　４１ｂ…ケーブル編集画面　１１０…ＣＰＵ　１２０…ＲＡＭ　１３０…ＲＯＭ　Ｔ
…印刷テープ　Ｌ…ケーブルラベル

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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